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＜ストップ飲酒運転＞ 「厳罰化」・・・有効３９％

「注意喚起」や「啓発強化」で、ドライバーの自覚を促すという意見も

２０１６／０７／１８ ０８：００

北海道新聞社が実施した飲酒運転に関するアンケート（回答４３３９件）では、防止策についても自由記

述で答えてもらった。それぞれが挙げた主な対策を分類すると、「厳罰化」が１６８４件（３９％）、「ア

ルコール検知機能付きの車」が７７１件（１８％）などだった。専門家は「モラル頼みに限界があると感じ

、さらなる厳罰化や新たな技術の導入で、飲酒運転できない仕組みを求めているのでないか」と指摘する。

「飲酒運転は確信犯の重罪。免許を１０年以上、再取得できないようにすべきだ」（５０代男性）、「飲

酒運転による人身事故はすべて危険運転致死傷罪の適用を」（６０代男性）。一方で、「注意喚起」や「啓

発強化」でドライバーの自覚を促すという意見も１０９０件（２５％）に上った。

土・日・祭日は、部活の小・中・高校生の自転車に注意しましょう

平成28年度 夏の交通安全運動 平成２８年７月１１日（月）～７月２０日（水）

◇見られていますよ あなたの運転、あなたの作業◇

◇危険な運転・危険な作業は、自分・他人の命取りです◇

ガソリンスタンド 駐車位置を変えようとバック

給油機に衝突、炎上 2人ケガ

地下タンクのガソリンに引火していれば・・・大惨事

２０１６年７月１５日（金）２０時４４分

１５日午後０時半、和歌山県のガソリンスタンドで、乗用車が誤って給油機に衝突し、漏れたガソリンか

ら火が出て２人がけが。運転していたのは８２歳の男性、男性は駐車位置を変えようとバックしようとした

ところ、シフトレバーを切り替えるのを忘れ、そのまま前進してしまった。給油機が押し倒され、漏れたガ

ソリンから火が出たとみられます。火は約５０分後に消し止められましたが、火を消そうとした運転手の男

性と、従業員の女性（５５）が、腕などにやけどをしました。ガソリンスタンドの経営者は、「爆発音２～

３回した。地下にはガソリンタンクがあるので、たまたま火がいかなくてよかった」。警察は、「地下に溜

めてあった大量のガソリンに引火していれば、さらなる大惨事になっていた」と話しています。

「考え事をしていた」

横断歩道のないところではねられ、歩行者が死亡

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇

２０１６年７月１８日（月）７時３０分

１７日午前０時４０分ごろ、神奈川県の国道の信号交差点で、近くに住む会社員の男性（３２）が道路横

断中、直進してきた乗用車にはねられ死亡した。警察は、乗用車を運転していた会社員の少年（１９）を自

動車運転処罰法違反（過失傷害）の疑いで現行犯逮捕。男性は横断歩道のないところではねられたという。

少年は「考え事をしていた」と供述しているという。

午後6時 パトカーが・・・横断歩道のない場所

道路横断中の４歳男児はね軽傷

男児は道路の反対側にいた祖父のところに行くため、走って横断していたとみられる

２０１６年７月１７日（日）２３時２０分

１７日午後６時、滋賀県でパトカーが近くに住む男児（４）をはねた。男児は腰などを打ったが軽傷とい

う。警察によると、男性巡査（２４）運転のパトカーが巡回で走行中、道路を横断中の男児をはねた、とい

う。男児は道路の反対側にいた祖父のところに行くため、走って横断していたとみられる。近くに横断歩道

はなかった。警察の副署長は「職員に対する事故防止の指示を徹底し、再発防止に努める」とコメントした

「踏切を渡り終える前に遮断機が下りて立ち往生した」

特急と衝突、乗客が列車内に２時間

２０１６／０７／１７ １８：１２

１７日午後１時過ぎ、茨城県のＪＲの踏切で、特急列車と乗用車が衝突した。乗客と車を運転していた７

５歳の女性にケガはないということだが、この事故で約１７０人の乗客が２時間以上にわたり車内に取り残

された。 現場の踏切には、遮断機と警報機はあるが車を運転していた７５歳の女性は「踏切を渡り終える

前に遮断機が下りて立ち往生した」と話しているという。

函館 交差点 右折車と出合い頭に衝突

１台が交番に突っ込む、警官けがなし

◇交差点右折時は、直進車はもちろん・・・横断歩行者、自転車に注意しましょう◇

２０１６年７月１５日（金）１５時４３分

１５日午前７時５分ごろ、函館市の市道交差点で軽乗用車同士の事故があり、はずみで１台が交番の正面

出入り口に突っ込んだ。双方の運転手２人が首などに軽傷を負ったが、交番で勤務中だった警察官にけがは

なかった。警察によると、男性会社員（２８）の軽乗用車が、右折してきた自営業の男性（６５）の車と出

合い頭に衝突。会社員の軽乗用車が交番の出入り口に突っ込み、正面ドアのガラスとアルミサッシを破損さ

せた。交番の５０代の巡査部長は２階にいて無事だった。一時交番業務ができなくなったが、数時間後に車

を撤去し、ドアを補修して再開した。


